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借入金元金の返済
2億9,492万4千円

水道施設や配水管
布設替工事などに
かかる経費

6億1,605万円3千円

不足金額
預金および現金など
から補てん
1億4,900万円

資本的収支（水道の施設整備関連予算）
水道施設の整備や更新のための経費と収入

収益的収支 （水道の運営関連予算）
　水をつくったり、送ったりするための経費と収入

一般会計からの資金（出資金）
4,666万6千円
工事負担金
3,331万6千円

高速道路塩害
対策事業負担金
3億5,095万9千円

一般会計からの資金
（負担金）

1億5,183万6千円

金融公庫などからの
借入金

1億920万円

国庫補助金
7,000万円
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水道課庶務係　☎0824-73-1258

　水道事業は、皆さんが負担する水道料金により支えられ
ています。この水道料金と併せて国庫補助金や工事負担
金などを財源にして、水道水をつくって送る業務や水道施
設の更新および修繕などを行っていますが、年々水道の使
用量が少なくなっている影響もあり、水道料金のみで経営
することが難しくなっている状況にあります。水道料金などで
賄えきれない財源については、市の一般会計からの資金
（繰入金、出資金、負担金）や金融公庫などからの借入
金を充てることで、経営を維持しているのが現状です。

　現状の厳しい水道の財政状況を踏まえ、今後の水道水
の安定供給を確保するための基本的な指針として策定した
「庄原市地域水道ビジョン」に基づき、中長期的な展望を
見据え、適正な水道料金の設定や経費節減に努めること
により、今後も効果的な経営を図ります。
　大切なライフラインを守り、安全
で安心な水を安定供給していくた
めに、ご理解とご協力をお願いし
ます。

皆さんからの水道料金で賄われていますが・・・

市の上下水道は、皆さんの使用料金を基本的な財源として運営されています。
しかし、その運営は年々厳しくなってきています。
今月から、本市の上下水道事業についてシリーズでお知らせしていきます。

第１回 水道の財政状況

水道の収支決算状況（水道事業会計平成26年度決算から）

水道料金収入
および加入金など
5億3,330万円6千円

一般会計からの資金
（繰入金）
5,297万6千円

そのほか 3,452万5千円

長期前受金戻入
2億7,814万4千円

施設減価償却費など
4億1,653万円2千円

人件費や修繕などの
施設維持と水を
送るための営業費用
2億9,820万円3千円

そのほか 416万1千円

借入金の利息の支払い
7,136万7千円

純利益（非現金含む）
※現金は内部留保
（現金預金）へ積立
1億868万8千円

現金預金（内部留保金）

収益的収支の施設減価償却費から長期前受金戻入を差し引いた額と、
純利益が内部留保され、資本的収支の財源となっています

市の上下水道は、皆さんの使用料金を基本的な財源として運営されています。市の上下水道は、皆さんの使用料金を基本的な財源として運営されています。

シリーズ
庄原市の
Series

上下 道水

庄原市の水道を維持するために

※長期前受金戻入：平成26年度からの会計制度の変更により新たに発生した収益費目で、補助金などで取得した固定資産について、
　減価償却費の算出と同様に補助金部分の価格を計算し、現金収入を伴わない形で収益化することで、経費から控除するものです。

により、今後も効果的な経営を図ります。
　大切なライフラインを守り、安全
で安心な水を安定供給していくた
めに、ご理解とご協力をお願いし
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